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研究成果の概要（和文）：本研究は、中央アルプスに生息するツキノワグマを対象に、人間の集落周辺の林地を
使用する際の休息場所および活動場所の特性や、人間の活動がクマの局所生息地選択に与える影響を明らかにす
ることを目的とした。本研究の結果から、ツキノワグマは一貫して人間活動を避けており、ほかのクマ種と同様
に人間を避ける行動戦略をとっていることが明らかとなった。集落内の林地にクマを寄せ付けないためには、集
落近くの林地にバッファゾーンを設け、低木を取り除くことで、水平方向の視界を少なくとも25メートル確保
し、クマの侵入を防ぐことが重要である。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the characteristics of resting and activity 
sites of Asiatic black bears inhabiting the Central Alps when using forests around human settlements
 and the impact of human activities on the bears' local habitat selection. Our results revealed that
 Asiatic black bears consistently avoid human activities and adopt behavior strategies to evade 
humans, similar to other bear species. To prevent bears from entering forests within human 
settlements, it is crucial to establish buffer zones in forests near settlements and remove 
underbrush to ensure a horizontal visibility of at least 25 meters, thus deterring bear intrusion.

研究分野：野生動物管理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、集落近辺でのツキノワグマの行動と局所生息地選択に関する新たな知見を提供し、特に人間活動の影
響について明らかにした。クマは日中には隠蔽度の高い場所を休息地として選択しており、夜間に活動すること
が示された。これにより、クマが一貫して人間を時間的・空間的に避けていることが明らかになった。これらの
情報は、集落内の林地管理や人間とクマの共存対策に重要な情報を提供する。具体的には、バッファゾーンの設
置や低木の除去、食物資源の管理が有効であり、これらの対策はクマと人間の安全な共存を促進するための実践
的な提言として活用可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

一般的に、クマは集落や農地、道路を避けてこれらの人間との遭遇リスクを軽減するが、一方
で、食物を求めて人間の生活圏に近づくことがある。特に、農作物や家畜、ゴミなどを利用する
ために、人間の生活圏に近づくことが多い。また、若いクマや子連れのメスは、他の優位な個体
（オスグマ等）からの捕食や子殺しを避けるために、人間の生活圏近辺を頻繁に利用することも
ある。その結果、人間との接触機会を増やし、人間と軋轢リスクを高める可能性がある。 

特に、近年はツキノワグマにとって好適な環境（豊富な餌や隠れ場がある環境）が集落内に増
え、それらを利用するクマと人間の軋轢が多発している。クマと人間の共存を実現するには、ク
マの土地利用パターンを理解し、クマによる人間の生活圏やその周辺での活動を抑制するため
の対策を講じることが重要である。その第一歩として、クマが人間やその活動を避ける空間的・
時間的な反応を調査することが必要である。多くのクマ種（ヒグマやアメリカグマなど）は、人
間の活動が盛んな場所や期間では、より夜行性になることが知られている。また、スカンジナビ
アのヒグマは、人間の居住地近くで休息する際に、密な植生を選ぶ傾向がある。これらは、人間
活動に対する適応戦略であり、クマが空間的および時間的に活動を調整することによって人間
との直接的な接触を避けるための行動である。 

このように、集落やその近辺でクマがどのように人間を回避し行動しているか、あるいはして
いないのかといった、集落での詳細な利用形態に関する知見は、ツキノワグマと人間の軋轢を緩
和するうえで重要な情報である。申請者は、長野県上伊那地域において 2016 年度から GPS 発
信機付首輪を用いたツキノワグマの行動調査を実施している。これまでの調査から、ツキノワグ
マが夏季に集落近辺の林地を頻繁に利用していることが明らかとなっている。 

 

２．研究の目的  

本研究は、中央アルプスに生息するツキノワグマを対象に、集落周辺の林地で活動する際の休
息場所および活動場所の環境的特性や、人間の活動がクマの局所生息地選択に与える影響を明
らかにすることを目的としている。また、それらの情報をもとに、クマによる集落の利用頻度を
軽減、軋轢を緩和するための提言を行うことを最終的な目標とした。 

 

３．研究の方法 

(1) クマの捕獲 
2020 年と 2021 年（5 月から 8 月）にかけて、集落周辺の林地で 11 頭の成獣のツキノワグマ

（オス 5 頭、メス 6 頭）と 1 頭の亜成獣（メス）を捕獲し、外部計測と GPS 首輪（Vectronic 
aerospace社）の装着を実施した。首輪の重量はクマの体重の 3%を超えないように調整した。作
業終了後、捕獲地点から数キロ以内に放獣した。 
 
(2) 滞在点の特定と環境調査（集落周辺） 

2021年 6～9月にフィールド調査を実施し、集落周辺で活動するツキノワグマの滞在点を調査
した。GPS 首輪の測位データから、クマが 20m の範囲内に 2 時間以上滞在した場所を“GPS クラ
スター（滞在点）”として定義し、クマが実際に使用していた日時から 7 日以内にその場所を踏
査した。GPSクラスターにおいて、クマの寝床や採食痕（爪痕やクマ棚、アリ等を探したあとの
木崩しなどの痕跡）などを記録し、それらの情報をもとに GPS クラスターを「休息地」、「活動
地」、「活動/休息地」の 3つに区分した。 
クマの滞在点の環境的特性を明らかにするため、GPSクラスターにおいて水平方向と垂直方向

の視認性を計測した。水平方向の視認性は、赤と白のカバーシリンダーを用いて測定した。具体
的には、シリンダーを GPSクラスターの中心に置き、北、西、南、東の 4 方向からシリンダーが
見えなくなるまでの距離を測定し、それらの平均値を水平方向の視認性とした。また、垂直方向
の視認性の指標として、360°カメラを用いて樹冠開空度を測定した。これらの測定は、クラス
ターと 50-100m 離れたランダムサイト（コントロールサイト）でも実施した。その後、一般化線
形モデル（GLM）を用いて、クラスターとランダムサイトの特性を比較し、クマが利用するクラ
スターの特徴を日中と夜間の違いも考慮したうえで明らかとした。 
 
(3) 滞在点の特定と環境調査（山中） 
 2021年と 2022年の 5～10 月において、集落近辺と山中で活動するツキノワグマの滞在場所の
環境特性の違いを明らかにするために、山中（集落との境界から 300m以上離れた林地）でも GPS
クラスターの調査を実施した。クマの休息地点を対象に、水平方向と垂直方向の視認性を記録し
た。その後、日中と夜間、および季節（春、秋、夏）ごとに、休息地点とランダムサイトの水平
方向と垂直方向の視認性、および樹冠開空度を比較するために、対応のある t 検定を実施した。
また、同じく植生タイプの違いを比較するために、同様にフィッシャーの正確確率検定を実施し
た。 
 
 



 
４．研究成果 
(1) 集落近辺で活動するツキノワグマの滞在点の特徴 
 研究期間中、GPS 首輪を装着した 9 頭のツキ
ノワグマの測位データを使用し、71地点のクラ
スターと 71 のランダムサイトの計 142 地点を
調査した（昼間: 26地点、夜間: 45地点、活動
地点: 24地点、休息地点: 43 地点、活動・休息
の両方を含む地点: 4 地点）。本研究の結果、ツ
キノワグマは集落内の段丘林や河畔林、平地林
などの林地を利用する際には、昼行性から夜行
性に変化する傾向がみられた。とくに、日中は
多くの GPS クラスターが休息地点であることが
明らかとなった（図 1）。 
 滞在点の環境的特性を GLM によって調べた結
果、段丘林や河畔林のような集落内の林地でツ
キノワグマが滞在する場所は、昼夜を問わず水
平方向の隠蔽度が高い場所であった(図 2)。ク
マはおもに日中に休息し、特に水平方向の隠蔽
性が高いササ藪やつる性植物が繁茂した場所を
選択して休息していた。一方で、垂直方向の視
認性はクマの滞在場所の選択に影響していなかった。
また、集落との境界付近（山麓から 300m 以内の森林）
では、水平方向の視認性はクマの滞在場所の選択に影
響していなかった。しかし、集落との境界付近は主に夜
間に利用されていたことから、クマはこの地域では視
認性よりも時間帯を選んで人間や人間活動を避けてい
ると考えられる。 
集落内林地での活動地点では、クマの糞や食痕等も

多数発見され、集落内の林地がクマの採食場として機
能していることが明らかとなった。例えば、糞の内容物
や採食痕から、集落内の林地で活動するクマは草本や
果実（オニグルミ、ミズキ、サルナシ）、社会性昆虫を
利用しているほか、それらに加えて農作物（トウモロコ
シ、リンゴ、イネ）などの人為由来の食物も利用してい
た。 
 
(2) 山中で活動するツキノワグマの滞在点の特徴 
 研究期間中、12 頭のクマから 56 地点の休息地点とそ
のランダムサイトの計 112地点を調査した。 
およそ 70％の休息地点が夜間に利用されており、山中
で活動するクマ（集落から離れた場所で活動している
クマ）は、昼行性であることが明らかとなった。集落周
辺で活動するクマとは異なり、山中で活動するクマは
春と秋に水平方向の視認性が低い場所を休息場所とし
て選択する一方で、夏には視認性の低い場所を選択し
ていなかった。このことは、春と秋には山菜取りなど人
間の山中での活動が活発になることから、人間を避け
る適応戦略であることが推察された。このことから、集
落近辺および山中で活動するいずれのクマも、人間に
対して回避的な行動を取る（視認性の低く安全性の高
い）場所を利用していることが明らかとなった。 
 
(3) ツキノワグマの管理について 
本研究の結果から、ツキノワグマは一貫して人間活

動を避けており、ほかのクマ種と同様に人間を避ける行動戦略をとっていることが明らかとな
った。集落内の林地にクマを寄せ付けないためには、集落近くの林地にバッファゾーンを設け、
低木を取り除くことで、水平方向の視界を少なくとも 25 メートル確保し、クマの侵入を防ぐこ
とが重要である。次に、住民にはクマが潜みやすい茂みの近くに近づかないよう勧告することが
必要である。また、集落周辺の食物資源を除去するか、電気柵などで管理することで、クマが食
物を求めて集落近くに来るメリットを減らし、侵入を防止することも重要である。これらの対策
を実施することで、クマと人間の安全な共存が期待される。 
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